☆提出していただく前に必ずご確認ください☆
特別徴収事業所様へのお願い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・令和６年１月１日以降に退職等の理由で特別徴収が継続できない場合は、本人の申し出がない場合でも、必ず残りの税額を一括徴収してください。（地方税法３２１条の５第２項の規定により）
・令和６年度市・県民税特別徴収者として給与支払報告書を提出した後に、退職・転勤等の異動があった場合は、給与所得者異動届出書を提出してください。
・個人番号が記入された届出書については、FAXでは送らず、郵送にしてください。

1　給与支払報告書の提出について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 令和５年１月１日から１２月３１日までに、給与の支払いがあった方で、令和６年１月１日に大野市に住所があるすべての受給者分を提出してください。年の途中に退職した方（アルバイトなど短期就労の方も含む。）についても、給与支払報告書を普通徴収として提出してください。
2 給与支払報告書は最新の様式を利用してください。
3 機械で読み込むので、ホチキスで留めないでください。クリップまたは輪ゴムを使用してください。また、個人別明細書に押印しないでください。
2　給与支払報告書（総括表）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 同封の給与支払報告書（総括表）を使用してください。（普通徴収切替理由書とで１枚になっています。半分に切ってご使用ください。）

2 「受給者総人員」欄には、１月１日現在において給与の支払いをする事業所等から給与等の支払いを受けている者の総人員を書いてください。
3 「報告人員」欄に記載する徴収区分（特別徴収、普通徴収）は令和６年度の市・県民税の徴収方法となります。各徴収区分の人数が分かるよう記載をお願いします。（何も記載されていない場合は、自動的に特別徴収になります）
4 総括表に印字してある記載内容に変更があれば、朱書きで訂正してください。
5 「連絡者の氏名及び所属課、係名並びに電話番号」欄には、担当者の氏名及び所属課、係名並びにその電話番号を書いてください。
3　給与支払報告書（個人別明細書）について　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 個人別明細書は、市区町村提出用１枚を提出してください。（副本は不要です）

2 給与支払報告書（個人別明細書）の様式は、最寄りの税務署又は市役所・町村役場にて調達してください。

3 給与支払報告書（個人別明細書）には必ず個人番号・氏名・住所・生年月日を正確に記入してください。
4 平成３１年度（平成３０年分）提出分から、特別徴収者の他に普通徴収者がいる場合、「普通徴収切替理由書」（同封の給与支払報告書(総括表)の左半分）の提出が必要になっています。仕切紙も兼ねていますので、該当する理由に人数を記入しご使用ください。なお、全員の方が普通徴収を希望する場合も、「普通徴収切替理由書」の提出が必要になります。
5 普通徴収となる方は、個人別明細書の摘要欄に「普通徴収切替理由書」で該当する符合を記入してください。

6 租税条約に関する届出書を提出している方がいる場合は、その方の個人別明細書の摘要欄に『租税条約』と明記してください。また提出の際には、普通徴収分として提出してください。

※「普通徴収切替申請書」の提出がない場合や摘要欄に普通徴収となる理由の符号が記入されていない場合は、原則で特別徴収者として処理しますのでご注意下さい。
※給与支払報告書(総括表)、普通徴収切替理由書の様式は大野市公式ホームページからもダウンロードすることができます。（http://www.city.ono.fukui.jp/　ホームページ上部「くらし・手続き」→「税金」→「市民税」→「法人市民税・市県民税特別徴収関係書類の様式はこちらです」とお進み下さい）

